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Λ
長
谷
部
言
人
得
士
喜
寿
記
念
論
女
Ｖ

一

下
駄
は
鼻
緒
と
台
部
の
二
部
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
下
駄
の
合
部
を

台
あ
る
い
は
甲
と
い
い
、
中
国
で
は
高
北
朝
以
来
こ
れ
を
編

（
へ
ん
）
と

呼
ん
だ
っ
そ
の
形
態
は
お
お
む
ね
長
方
形
な
い
し
情
円
形
で
あ
る
。
こ
の

台
部
に
は
、
普
通
、
歯
を
造
作
す
る
。
古
は
東
京
な
ど
で
は
単
に
ハ
と
呼

ん
で
い
る
が
、
西
日
本
の
各
地
て
は
ハ
マ
な
ど
と
い
っ
て
い
る
。
中
国
で

も
高
北
朝
以
来
こ
れ
を
歯

（
し
）
と
呼
ん
で
い
た
。
こ
の
歯
の
造
作
に
あ

た
っ
て
、
歯
と
台
部
と
が

一
本
で
作
ら
れ
る
も
の
を
連
歯
下
駄
、
別
材
の

歯
を
台
部
に
差
入
れ
て
作
る
も
の
を
差
歯
下
駄
と
い
う
。
こ
の
差
歯
の
和

（
ほ
一
じ
が
台
部
の
表
面
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
も
の
を
露
卯
（
ろ
ほ
う
）
、
か

く
れ
て
い
る
も
の
を
陰
卯

（
い
ん
ぼ
う
）
と
い
う
。
現
在
、
差
歯
下
駄
は

ほ
と
ん
ど
陰
卯
の
制
で
あ
る
が
　
中
国
で
も
日
本
で
も
、
古
く
は
露
卯
の

制
が
行
わ
れ
、
わ
が
直
で
は
江
市
末
期
ま
で
続
い
た
が
、
そ
の
後
、
急
放

宮

本

車器

に
衰
減
し
た
ら
し
く
、
昭
和
九
年
、
鹿
児
島
県
大
島
郡
十
島
村
宝
島
で
現

用
品
片
足
を
採
集
し
た
の
が
、
空
者
の
知
る
唯

一
の
現
用
事
例
で
あ
る
。

以
来
、
二
十
数
年
間
、
藤
卯
下
駄
の
現
用

・
依
世

。
発
掘
な
ど
の
事
例
の

採
集
と
文
献
史
料
の
調
査
に
つ
と
め
て
き
た
が
、
露
卯
下
駄
現
用
の
事
例

は
つ
い
に
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
こ
に
は
こ
の
二
十
数
年
間
に
採
集

。

調
査
し
得
た
露
卯
下
駄
の
文
献
史
料
と
発
掘

・
伝
世
の
事
例
に
つ
い
イ
．報

告
し
、
日
本
に
お
け
る
露
卯
下
駄
の
推
移
を
た
と
る
と
共
に
、
前
記
、
昭

和
九
年
の
宝
島
に
お
け
る
現
用
品
片
足
の
採
年
を
も
っ
て
、
そ
の
使
用
は

ほ
ほ
終
止
し
た
も
の
と
判
定
し
た
い
と
思
つ
。

二

ま
ず
、
こ
の
二
十
数
年
間
に
筆
者
の
採
兵

・
調
査
し
得
た
露
卯
下
駄
の

文
球
史
料
と
発
掘

ｏ
伝
世

・
現
用
の
事
例
を
列
挙
す
る
。

Ｉ
　
文
献
史
料
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（
一
）

沈
約

「
宋
書
」
巻
三
十
、
志
第
二
十
、
五
行

一

誉
為
履
者
肯
告
達
編
上
名
日
蕗
卯
、
太
元
中
忽
不
徹
名
日
陰
卯
、
其

後
多
陰
謀
遂
致
大
乱
。

（
二
）

土
佐
光
信

「
七
十

一
番
歌
合
」
上
、
あ
し
だ
つ
く
り
。

合
詳
書
類
従
」巻
第
五
百

一
、
雑
部
五
十
六
、第
十
八
輯
、
一
〇
九
頁
）

（
三
）

井
原
四
鶴

「貯
色
二
代
男
　
諸
節
大
鑑
」
巻

一
。

（
日
本
古
典
全
集
、

「
西
常
全
集
二
第
四
、　
丁
八
頂
挿
図
）
会希
阿
参

照
》

（
四
）

加
漆
曳
尾
庵

一
我
ム
」
下
駄
！

足
駄
も
古
来
よ
り
有
こ
と
な
り
、
貞
〓
迄
は
姓
足
駄
な
り
、
細
工
あ

し
ヽ
‘
ま

へ
占
を
指
出
す
、
表
桐
、
音
け
や
ま
ぅ
元
蔽
よ
り
丸
き
も

（風
俗
画
報
、
第
五
五
号
、
二
三
頁
）

工
　
発
掘
資
料

（
一
）

福
岡
県
ネ
島
郡
胎
土
村
大
手
高
来
寺
字
風
音
寺
、
昭
和
十

一
年
七

月
出
土
、
五
個
、
奈
良
崎
要
Ｔ
鏡
山
猛
両
氏
採
集
、
晴
土
村
小
学
校
所
蔵
。

昭
和
十

一
年
七
月
本
調
査
の
開
始
に
先

っ
て
、
城
の
西
辺
を
通
ず

る
県
道
が
改
修
せ
ら
れ
、
之
に
要
す
る
土
を
高
来
寺
字
風
音
寺
の
奈

良
崎
要
氏
所
有
の
地
―
‐
―
晴
土
域
の
上
塁
及
び
そ
の
内
部
を
含
ん
で

―
――
か
ら
取
連
ば
れ
た
。
吾
々
の
注
意
し
た
時
は
既
に
遅
く
、
土
塁

と
そ
の
内
部
約
二
十
間
は
完
全
に
取
り
去
ら
れ
、
基
選
を
現
は
し
て

あ
た
．
不
用
意
の
遺
晴
の
波
壊
は
惜
ん
で
も
余
り
あ
る
が
、　
一
面
又

興
味
あ
る
遺
物
が
土
中
よ
り
発
掘
せ
ら
れ
、
土
塁
の
構
造
に
つ
い
て

も
新
し
い
資
料
を
提
供
し
て
く
れ
た
。
土
票
石
構
築
に
関
し
て
は
後

に
述
べ
る
が
、
此
処
で
奈
良
崎
氏
に
よ
っ
て
採
集
さ
れ
て
ゐ
た
遺
物

及
び
筆
者
が
諭
査
し
た
際
狛
現
場
に
残
さ
れ
て
ゐ
た
遣
物
に
つ
い
ィ
、

路
述
し
よ
う
。
（中
略
）

四
、
下
駄
。
奈
良
崎
氏
が
採
集
さ
れ
、
情
土
村
小
学
校
に
寄
噂
せ
ら

れ
た
も
の
五
個
公
ョ
の
み
、
歯
は
二
枚
）
、
筆
者
の
採
集
品
に
一
個
、

都
合
六
個
蕉

，フ
て
ゐ
る
。
此
の
う
ち
五
個
は
高
歯
を
差
し
歌
め
た
も

の
で
、
歯
を
台
か
ら
作
り
出
し
た
低
歯
の
も
の
が

一
個
あ
る
。
一島
歯

も
の
に
は
す
げ
方
に
特
別
な
技
巧
が
考

へ
ら
れ
て
あ
る
。
そ
の
一
の

法
は
台
と
歯
の
上
面
に
二
条
づ
っ
の
孔
を
年
ち
、
之
に
本
社
を
差
し

‐ヤ
　

　

込
ん
で
止
め
を
強
固
に
す
る
も
の
で
、
他
の
法
は
台
の
前
後
に
長
方

３９
　
　
　
形
の
孔
を
算
ち
、
之
に
宙
の
上
方
の
凸
字
形
に
な
っ
た
も
の
を
差
し

＜
　
　
　
込
む
も
の
で
あ
る
。
勿
論
今
日
の
下
駄
に
見
る
よ
う
な
歯
止
め
の
溝

あ
り
、
下
女
な
ど
は
く
。

合
燕
石
十
種
」
第

一
、　
一
七
九
一貝
）

（
五
）

喜
多
村
信
節

「
嬉
逃
突
覧
」
巻
二
、
中
、
器
用
、
足
駄
。

〔職
人
尽
歌
合
〕
あ
し
だ
作
り
あ
ヶ
。
共
足
駄
の
さ
ま
さ
し
市
の
階
を

表
の
か
た
に
出
せ
り
。
歯

一
枚
に
ほ
を
ニ
ツ
布
。
鼻
紹
た
つ
べ
き
欠

い釈効ついいフ際海詢確鵬【莉狩帥純却却脚ギ諭却和味単疎

２
四
に
も
み
え
た
り
。
含
＝
時
）
あ
し
だ
の
ほ
ぞ
出
し
た
る
を
孫
肥

中徳〔徳毎曜嘩破「土犯唯韓頓時輸期準輸ぞ・Ｌ菊的」帥ば峡廟

と
み
ゆ
。

■
嬉
遊
笑
覧
」
上
巻
、
二
五
五
頁
）

（
六
）

享
国
川
守
貞

「守
貞
濃
稿
」
第
二
十
七
編
、
傘
履
．

貞
享
以
前
、
江
戸
下
駄
は
江
戸
製
＆
物
也
、
桐
台
に
け
や
き
古
也
、

蓋
し
台
木
を
穿
ち
て
歯
の
根
を
表
に
出
す
。
尾
張
国
に
は
今
も
此
製

を
専
用
す
る
也
。

■
類
案
近
世
風
俗
志
」
下
巻
、
三
八
九
頁
）

又
九
形
足
駄
の
歯
根
を
甲
面
に
寅
く
。
炊
坤
等
用
之
。

（向
、
下
巻
、
四
０
三
頁
）

（
七
）

佐
藤
仁
之
助
　
石
展
考
」
五

域
人
云
は
く
、
和
歌
山
県
に
て
製
せ
し
液
を
見
し
こ
と
あ
り
、
其
の

製
や
展
の
台
は
キ
常
の
者
の
如
く
な
れ
ど
、
共
歯
根
は
表
面
に
露
は

れ
、
（中
略
Ｙ
正
の
製
作
、
歯
の
編
上
に
露
は
れ
居
る
は
、
東
苦
以
前

の
風
を
承
け
た
る
な
る
べ
し
、
併
せ
記
し
て
参
考
と
す
。

は
台
に
掘
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
は
更
に
右
の
如
く
取
付
け
に
念
が

入
っ
て
ゐ
る
。
鼻
格
は
台
の
前
方
中
央
に
、
後
緒
は
後
歯
の
前
方
に

あ
る
事
、
今
日

一
般
と
異
ら
な
い
が
、
形
も

一
定
せ
ず
祖
雑
に
年
た

れ
た
孔
を
見
て
も
精
製
の
品
と
は
云
へ
な
い
。

古
代
の
下
駄
は
石
を
以
て
そ
の
形
″
模
し
た
も
の
が
内
地
の
古
墳

か
ら
発
見
せ
ら
れ
、
以
後
奈
良
平
安
引
頃
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
実

物
も
注
意
せ
ら
れ
て
あ
る
。
然
じ
こ
れ
等
は
何
れ
も
低
歯
が
造
り
出

し
に
な
っ
て
ゐ
る
も
の
で
、
右
の
如
≡
高
歯
の
す
ば
方
の
例
を
見
な

い
。
さ
れ
ば
吾
々
は
こ
れ
等
の
道
品
の
年
代
を
考
定
す
べ
き
材
料
を

充
分
に
持
合
せ
て
ん
な
い
の
で
あ
る
が
、
平
安
期
の
道
品
と
考

へ
ら

れ
る
も
の
に
、
未
だ
昇
絡
の
一
方
に
偏
せ
る
も
の
が
あ
る
事
、
戒
は

歯
の
す
ば
方
に
技
巧
が
進
ん
で
あ
る
事
等
か
ら
考

へ
て
、
こ
れ
よ
り

も
後
れ
た
時
代
の
も
の
で
は
な
い
か
と
い
ふ
想
像
を
抱
く
の
み
で
あ

る
。
只
此
処
に
伴
大
納
言
絵
詞
、
年
中
行
卓
絵
巻
、
法
然
上
人
行
状

絵
巻
、
石
山
寺
縁
起
等
中
世
の
絵
巻
物
に
、
高
黄
の
下
駄
た
履
い
た

人
物
が
多
い
事
を
注
意
し
て
こ
か
う
口

以
上
は
何
れ
も
、
土
塁
の
内
部
に
沿

っ
て
ゐ
る
峰
状
の
泥
土
中
か

ら
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
瓦
い
の
類
を
除
け
ば
日
用
付
件
に

過
ぎ
ず
、
こ
れ
が
特
別
に
理
蔵
さ
れ
た
も
の
と
は
思
へ
な
い
。
多
年

の
間
に
こ
れ
等
の
品
々
が
流
下
し
て
、
こ
の
性
に
比
み
、
一夏
に
堆
土

が
厚
く
蔽
て
今
再
び
掘
り
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
約
十
尺
に
及

ぶ
堆
上
が
全
域
に
亘

っ
て
頼

っ
て
ゐ
る
の
を
見
て
も
、
か
な
り
の
年

数
が
経
過
し
て
い
る
も
の
と
思
は
れ
る
。

（鏡
山
猛
「帖
土
域
吐
の
調
査
」
日
本
古
代
文
化
研
究
所
報
告
第
六
、

十原西縄 「好色二代男」巻一
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一
七
―
二
●
頁
）

（
二
）

岩
手
県
西
砦
井
郡
平
泉
一町
大
字
ｉ甲
尊
寺
字
猫
問
ケ
淵
、
昭
和
二
十

孔
年
出
土
、
三
個
、
内

一
個
休
々
木
栄
冶
氏
所
蔵
、
南
洞
頼
中
氏
保
管
。

昭
和
二
十
九
年
、
猛
間
ケ
淵
か
ら
下
駄
五
個
が
出
上
し
た
。
こ
の
内
一、

三
幅
”
下
駄
に
つ
い
て
は
、
当
時
、
中
■
千
学
術
調
査
日
に
関
係
さ

れ
た
朝
日
新
聞
社
員
斉
藤
上
氏
に
よ
っ
て
写
真
撮
影
が
行
わ
れ
、
こ

ヽ
‐
‐
ャ

十‐
‐
■

　

「
一

の
写
真
二
枚
が
安
日
凱
壱
氏
に
贈
ら
れ
た
が
、
こ
れ
が
安
田
氏
か
ら

反
ら
に
筆
者
の
許
に
寄
せ
ら
れ
た
。
写
真
に
よ
る
と
、
下
駄
三
個
の

内
、
露
卯
差
歯
下
駄
が
二
個
あ
り
、
他
の
一
個
は
連
肯
下
駄
で
あ
つ

た
。　
一
方
、
本
学
中
川
成
夫
助
教
授
か
ら
も
早
く
同
所
か
ら
下
駄
二

佃
か
出
土
し
て
い
る
こ
と
が
報
ぜ
ら
れ
、
今
回
、
同
助
教
授
は
旅
行

の
と
次
わ
ざ
わ
ざ
現
地
に
立
寄
ら
れ
、
筆
者
の
た
め
に
現
品
を
借
用

し
、
束
京
ま
で
御
持
み
下
さ
つ
た
。
こ
の
二
個
の

下
駄
は
、
昭
和
二
十
九
年
、
村
聞
ケ
淵
柳
御
所
■

か
ら
約
子
形
木
器

・
庖
丁
形
木
器
な
ど
と
共
に
出

土
し
た
も
の
で
、
内

一
個
が
酵
卯
た
歯
下
欧
で
、

他
の

一
個
は
速
歯
下
歓
で
あ
つ
た
。
右
写
真
の
藤

卯
下
駄
二
個
が
い
ず
れ
も
絵
巻
物
な
ど
に
兄
え
る

よ
う
な
高
歯
の
も
の
で
、
連
肯
下
臥
も
幅
広
の
桁

円
形
で
後
歯
の
一
部
を
欠
く
が
ほ
ほ
完
形
で
あ
る

の
に
対
し
て
、
借
用
現
品
の
蘇
卯
下
駄
は
き
わ
め

て
率
回
に
造
ら
れ
た
低
歯
の
も
の
で
、
述
歯
下
駄

は
幅
の
狭
い
長
桁
円
形
で
粗
製
の
上
に
前
後
歯
共

に
ほ
Ｌ
ん
ど
磨
減
し
て
い
て
、
両
者
は
全
く
別
個

の
も
の
で
あ
つ
た
。
借
用
現
品
の
露
卯
下
駄
の
実

測
の
結
宋
は
次
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

台
長
二
五
ｍ
、
台
一順
一
〓
一
御
、
全
一働
七

・
五
伽
。

（
写
真
第

一
お
よ
び
第

一
図
参
照
）

特
別
の
御
高
配
を
以
つ
て
現
品
直
接
調
査
の
機
会

を
与
え
ら
れ
た
所
蔵
者
佐

・
木
栄
治
氏

・
保
管
者

ヽ
一
一一一

〓つ
〓〓〓〓

／
／

一

十

一
　

一一
一才日
∪
一

一
一ユ轡

一ヽ＼

一‐
‐
‐
「
神
ぃ――
――
―
「
い
「
，
／
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ヽ

ヽ
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高
洞
頼
中
氏
、
な
ら
び
に
中
川
助
教
授
の
三
氏
の
御
厚
志
に
心
か
ら

感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

（三
）

千
葉
県
君
津
郡
天
羽
町
大
字
更
和
字
下
北
原
、
昭
和
二
十
八
年
七

月
発
掘
、　
一
個
、
学
習
院
大
学
史
学
研
究
室
所
蔵
。
《第
二
図
参
照
》

（
ｉ
）下
駄
―
―
半
足
が
四
つ
に
割
れ
て
出
土
。
こ
れ
を
接
着
す
れ
ば

原
型
に
復
し
う
る
も
の
で
あ
っ
た
。
高
下
駄
で
あ
っ
て
歯
は
中
央
部

の
突
起
に
よ
っ
イ
、胴
に
は
め
こ
む
装
置
の
も
の
で
あ
る
。
下
駄
の
平

面
形
は
橋
円
形
と
云
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
足
形
で
揺
指
の
あ
た
る
部

分
よ
り
他
の
四
指
の
あ
た
る
部
分
の
方
が
丸
味
を
帯
び
て
い
る
。
縦

断
面
型
は
舟
形
、
僚
断
面
形
は
倒
続
型
で
あ
り
、
最
大
長
二
一
一
剛
、

最
大
幅
九
〇
師
、
最
厚
三
三
測
で
あ
っ
た
。
（中
略
）

人
■
追
物
と
し
て
は
、
金
属
器

・
土
器
・
石
器
・
木
器
な
ど
が
あ
る
。

金
属
器
は
蓋
様
の
青
銅
器
・
鹿
型
の
も
の
・
鉄
釘
及
び
鉱
洋
で
あ
り
、

土
器
に
は
弥
生
式
土
器
・
土
師
質
の
も
の
ｏ
瓦
器
質
の
も
の
・
須
恵

器
・
施
和
須
恵
器
・
常
滑
焼
様
の
も
の
な
ど
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
う

ち
弥
生
式
土
持
は
混
入
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
器
は
建
築
材
が
大
部

分
を
占
め
て
い
た
が
、
そ
れ
以
外
に
は
下
駄

・
桶
の
底
な
ど
が
あ
っ

た

。こ
れ
ら
の
遺
物
の
使
用
年
代
は
明
確
で
は
な
い
が
、
恐
ら
く
平
安

時
代
よ
り
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
の
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

（酒
詩
仰
男
・
岡
田
主
弘

「
千
葉
県
君
津
郡
一叉
和
下
北
原
道
跡
発
掘

略
報
」
九
―

一
〇
頁
）

な
お
、
こ
の
発
堀
に
参
加
し
、
露
卯
下
駄
発
見
の
第

一
報
を
寄
せ

ら
れ
、
こ
の

「略
報
」
ナ
寄
贈
さ
れ
た
の
に
平
井
衛
志
氏
で
あ
っ
た
。

こ
こ
に
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
す
る
。

（
四
）

東
京
都
中
央
区
銀
座
四
丁
目
指
居
生
地
下
、
出
土
年
月
日
不
詳
、

一
個
。後

甲
が
桐
、
歯
が
裸
で
挿
込
む
こ
と
と
な
り
、
歯
は
銀
杏
音
を
用
ひ
、

音
の
一
部
は
甲
に
現
れ
た
。
銀
座
た
一店
堂
地
下
よ
り
先
年
発
堀
さ
れ

た
足
駄
は
そ
れ
で
あ
る
。

（瓜
俗
史
講
座
、
江
馬
務

「
結
髪
化
粧
小
間
物
履
物
史
」

一
三
三
せ

四
頁
）
本
書

一
三
四
頁
に
挿
入
さ
れ
た
東
京
鳩
層
堂
発
掘
「貞
享
下
駄
」
の

写
真
に
は
下
駄
三
個
と
歯

一
枚
が
写
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
内

一
個

は
連
歯
下
駄
で
、
他
の
二
個
は
差
指
下
駄
の
台
部
で
あ
る
。
し
か
し
、

写
真
が
鮮
明
で
な
い
た
め
、
露
卯
下
駄
と
断
定
し
得
る
も
の
は

一
個

で
あ
る
。
歯

一
枚
は
上
部
に
和
を
作
り
出
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
は
明
ら
か
に
露
卯
下
駄
の
歯
で
あ
る
。

（
五
）

東
京
都
中
央
区
京
橋
二
丁
日
、
第

一
銀
行
京
橋
支
店
建
築
工
事
現

場
、
昭
和
十
二
年
三
月
出
土
、
三
個
、
清
水
組
採
集
、
民
族
学
博
物
館
所

蔵
。

昭
和
十
二
年
二
月
、
地
下
工
事
中
、
徳
利

一
個

・
杯

一
個

・
大
水
差

シ
一
個
・
小
水
ま
シ
一
個
・
素
焼
有

一
個
・
壺
四
個
・
小
売

一
個
・

中
皿
五
個
。
小
皿
〓
個
・
木
棄
形
皿
一
個
・
菊
花
形
皿
二
個
・
茶
眈

一
個
・
陶
製
噛
燭
立
一
個
・
高
杯
二
個
・
小
れ

一
個
。
煙
管
雁
首
〓

個
・
煙
管
吸
日
一
個
・
鋼
銭
二
六
枚

（内
訳
、
寛
永
通
貨
二
十
枚
、

永
楽
通
宝
一
枚
、
故
損
不
詳
四
枚
）
と
共
に
、
下
駄
七
個
が
発
見
さ

れ
た
。
下
駄
七
個
の
内
訳
は
、
露
卯
差
歯
下
駄
三
個
、
述
歯
下
臥
四
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個
で
、
連
歯
下
歓
の
内
二
値
は
子
供
用
の
も
の
で
あ
る
。

（
１
）

収
蔵
岳
号

一
〇
〓
四
七
。
台
長
二
二
。
二
伽
、
台
幅
七
・
八

ｃｉ．
、
台
百
三
・
Ｏ
制
。
前
古
は
根
を
残
し
て
欠
損
し
、
後
指
は
全
く

肌
落
し
て
無
い
。
こ
の
下
駄
の
特
徴
は
鼻
緒
の
前
壺
の
孔
の
み
存
し

て
積
権
の
孔
が
台
部
に
明
け
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。　
一第
三

図
参
雫
》

（
２
）

収
蔵
春
号

一
〇
二
四
八
。
台
長
二
二
。
一
伽
、
台
幅
七
・
六

側
、
歯
一略
九
。
一
御
、
台
高
二
・
六
囲
、
全
高
六
。
八
的
、　
念
力
四

十凶
一多
昭
じ

（
３
）

収
蔵
番
号

一
０
三
四
九
．
台
長
二
０
，
九
伽
、
台
幅
七
・
七

御
、
指
幅

一
０
。
五
側
、
台
高
二
・
七
伽
、
全
高
七
。
五
卸
。

（
第

互
図
参
照
）

｛
六
）

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
茅
場
町
、
出
土
年
月
日
不
詳
、
二
個
、
東

京
大
学
理
学
部
人
類
学
致
室
所
蔵
。

①
は
日
本
橋
か
ら
出
土
し
た
江
戸
時
代
の
も
の
。
鼻
熊
の
孔
が
一
つ

し
か
な
い
が
、
こ
の
意
味
ほ
五
〇
一員
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

（岩
波
写
真
文
庫

一
一
八
、
近
添
四
郎

「
は
き
も
の
ｔ一
三
七
頁
）

右
の
哀
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
写
真
①
④
①
は
い
ず
れ
も
茅
場
町
出

上
の
一露
卯
下
駄
で
あ
る
が
、
③
と
①
は
同
物
で
女
物
で
あ
る
。
女
物

は
長
橋
円
形
で
、
鼻
緒
の
前
豆
の
孔
の
み
で
、
横
絶
の
孔
が
な
い
。

Ｏ
は
男
物
で
長
方
形
で
、
鼻
能
の
孔
は
三
個
あ
る
。

（七
）

東
京
都
中
央
区
日
本
僑
浜
花
町
二
丁
日
、
人
形
町
大
映
映
画
劇
場

建
築
工
事
現
場
、
昭
和
二
十
八
年
十
二
月
出
上
、
三
個
、
東
京
履
物
事
業

協
同
組
合
所
蔵
。

昭
和
二
十
八
年
十
二
月
、
地
下
工
事
中
、
地
下
約
三
ｍ
の
宙
所
か
ら

下
駄
四
個
を
発
見
し
た
。
発
見
当
時
の
状
況
お
よ
び
伴
出
遼
物
な
ど

明
ら
か
で
な
い
。
下
駄
四
個
の
内
、
進
古
傘
高
下
駄
が

一
個
、
露
卯

差
歯
下
駄
が
〓
個
あ
る
。

（
１
）

台
長
二
二
・
五
例
、
台
幅
八
。
①
側
、
歯
幅

一
〇

・
五
ｍ
、

台
高
三

・
Ｏ
側
、
食
高
七

・
０
伽
。
前
前
の
み
残
し
、
後
歯
を
欠
く
。

（
第
六
図
参
照
）

（
２
）

台
長
二
一
・
三
伽
、
台
幅
七

・
八
御
、
歯
幅

一
二
・
五
ｃｉ‐‐
、

台
高
二
・
五
伽
、
全
高

一
〇

・
三
伽
．
こ
げ
茶
漆
塗
。　
↑
第
七
図
参

昭
◆
（
３
）

台
長
二

一
・
三
側
、
台
幅
八
・
〇
御
、
歯
幅

一
二
。
Ｏ
鋼
、

台
高
二
・
五
四
、
全
高
九

。
五
伽
。
台
部
長
面
の
一
部
に
こ
げ
茶
漆

４
■
残
す
。
食
第
八
図
参
照
）

（昭
和
三
十
年
十
二
月
、
剃
田
鉄
雄
氏
．調
査
）

（
八
）東
京
都
中
央
区
銀
座
六
丁
目
、
小
松
ス
ト
ア
建
築
工
事
現
場
、
昭
和

三
十
二
年
五
月
出
土
、　
一
個
、
竹
中
工
務
店
採
集
、
小
松
ス
ト
ア
企
画
部

所
蔵
。昭

和
三
十
二
年
五
月
十
八
日
、
現
場
の
市
井
戸
か
ら
下
駄
お
よ
そ
十

個
が
出
土
し
た
。
こ
れ
と
前
後
し
て
、
こ
の
現
場
か
ら
は
享
保
小
判

が
多
数
発
見
せ
ら
れ
て
、
当
時
、
新
聞
紙
上
を
に
ぎ
あ
わ
せ
て
い
る
。

出
土
下
駄
は
違
歯
下

‐
駄
が
多
く
、
露
卯
下
駄
は
わ
ず
か

一
個
で
、
他

に
歯
二
枚
が
採
集
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
露
卯
下
駄
の
実
測
結

一共
は
次
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

台
長
二
一
。
五
御
、
台
幅
八
・
五
側
、
歯
幅
八
・
三
伽
、
台
高
二
・

五
伽
、
全
高
九

。
三
制
。
（
第
九
図
参
照
》

（昭
和
三
十
二
年
七
月
、
潮
田
鉄
准
氏
調
査
）

な
お
潮
四
氏
は
そ
の
後
筆
者
の
た
め
に
こ
れ
ら
の
露
卯
下
駄
の
写

真
と
共
に
実
測
図
を
作
成
し
て
く
れ
た
。
併
せ
て
こ
こ
に
銘
記
し
て

中蔓
き
た
い
。

（
九
）

東
京
都
中
央
区
銀
座
西
八
丁
目
、
三
幸
建
築
工
事
現
場
、
昭
和
三

十
四
年
二
月
十
三
日
出
土
、
三
個
。

十
三
日
東
京
都
中
央
区
銀
座
西
八
の
五
の
工
事
現
場
で
地
下
四
メ

ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
か
ら
、
頭
の
骨
と
ゲ
タ
三
種
類
が
で
て
き
た
。
東

京
慈
恵
医
大
河
越
逸
行
常
士
ら
の
話
で
は
、
骨
は
三
十
歳
ぐ
ら
い
の

女
性
の
も
の
で
約
百
五
十
年
前
土
葬
さ
れ
た
ら
し
い
っ

ゲ
タ
は
ヒ
ノ
キ
材
。
い
ず
れ
も
片
方
ず
つ
で
男
も
の
は
グ
テ
二
十

七
ン
チ
、
僚
七
セ
ン
チ
の
長
方
形
。
女
も
の
は
同
じ
大
き
さ
の
小
判

型
。
現
在
の
も
の
よ
り
は
ず

っ
と
小
型
だ
が
、
歯
が
ト
ツ
型
で
と
び

出
し
て
い
る
部
分
が
音
ど
め
と
し
て
台
に
は
あ
こ
ん
で
あ
っ
た
。

こ
ど
も
の
も
の
は
い
ま
の
も
の
と
同
じ
形
だ
が
や
や
湿
雑
な
つ
て
、

り
。
江
戸
時
代
の
庶
民
の
は
ま
も
の
だ
が
百
五
十
年
前
に
埋
め
ら
れ

た
ホ
製
品
が
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
で
発
掘
さ
れ
た
の
は
め
ず
ら
し
い

ケ
ー
ス
だ
と
各
方
面
の
注
日
を
浴
び
て
い
る
。

３
読
売
新
聞
」昭
和
〓
四
年
二
月

一
四
日
附
朝
刊
）

亜
　
伝
世
資
料

（
一
）

愛
知
県
北
設
楽
郡
下
津
兵
村
カ
キ
ノ
ソ
レ
、
夏
目
一
平
氏
旧
蔵
、

一
定
、
津
具
郷
土
年
保
管
し

昭
和
八
年

一
月
、
渋
沢
敬
三
先
生
と
共
に
夏
目
一
平
氏
を
訪
ね
た
際
、

同
家
に
伝
え
ら
れ
た
多
数
の
民
具
の
中
か
ら
、
こ
の
振
卯
下
駄
を
発

見
し
た
。
筆
者
は
こ
の
時
は
じ
め
て
岳
卯
下
駄
を
実
見
し
た
の
で
、

大
き
な
感
放
を
も
っ
て
こ
れ
を
ス
ケ
ッ
チ
し
た
が
、
こ
こ
か
ら
更
ら

に
〓
信
国
境
の
新
野
峠
に
向

っ
て
出
発
し
た
の
で
、
こ
れ
を
詳
細
に

実
測
す
る
暇
間
が
な
か
っ
た
。
亡
父
宮
本
勢
助
の

「
民
間
服
節
誌
履

物
篇
」
（階
和
八
年
、
雄
出
閣
刊
▼
一八
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
蕗
卯

下
駄
の
図
は
こ
の
時
の
ス
ケ
ッ
チ
で
あ
る
。
こ
の
下
駄
の
特
徴
は
、

前
後
の
各
歯
が
そ
れ
ム
ヽ
二
伺
の
納
一を
も
つ
こ
と
、
台
部
の
杖
絡
の

孔
が
後
歯
の
後
方
に
雰
た
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
か
か
る
構

造
か
ら
も
ま
た
夏
日
氏
の
談
話
か
ら
も
、
こ
の
下
臥
は
幕
末
の
工
品

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ａ
一
十　
出
形
県
東
村
山
郡
山
辺
町
大
茨
、
稲
村
清
左
御
門
氏
旧
蔵
、
一

山
形
大
学
教
育
学
部
郊
土
博
物
館
保
管
。

（
１
）

女
物
荷
円
形
露
卯
下
駄
。

（
２
）

男
物
長
方
形
豚
卯
下
駄
。

●
の
女
物
は
黒
漆
塗
で
、
恐
ら
く
表
附
鋲
打
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
の
に
対
し
て
、
０
の
男
物
は
白
本
で
、
台
部
表
面
に
会
の
焼
印
を

押
し
、
●
の
女
物
の
差
歯
の
加
が
そ
れ
ネ
ヽ

一
個
で
あ
る
の
に
対
し

て
、
０
の
男
物
の
差
歯
の
和
は
そ
れ
，
ば
二

一個
で
あ
り
、
さ
ら
に
的

の
女
物
の
台
部
の
槙
陥
の
孔
が
後
歯
の
前
方
に
あ
る
の
に
対
し
て
、

０
の
男
物
の
台
部
の
板
絶
の
孔
の
位
置
は
後
歯
の
後
方
に
あ
る
な
ど

の
特
徴
を
も
っ
て
い
る
。

昭
和
三
十
三
年
、
山
形
出
張
に
際
し
て
、
筆
者
の
た
め
に
こ
れ
ら

の
露
卯
下
駄
を
撮
影
さ
れ
、
そ
の
写
真
六
枚
を
贈
ら
れ
た
述
藤
武
氏 ナ止

一- 45
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に
感
謝
す
る
。

Ⅳ
　
現
月
資
料

（
一
》

鹿
児
島
県
大
島
郡
十
島
村
宝
島
、
前
田
助
之
進
氏
所
用
、　
一
個
、

昭
和
九
年
五
月
十
六
日
、
筆
者
採
集
、
家
蔵
。

標
本
番
号
五
〇
八
。
サ
シ
ゲ
タ
・
シ
ン
ノ
ゥ
エ
タ
ゲ
タ
。
宝
島
、
前

田
助
之
進
氏
製
作
。
所
用
品
。
台
長
三
二
・
二
側
、
台
幅

一
〇
・
〓

御
、
歯
幅

一
二
・
五
側
、
台
高
二
・
七
伽
、
全
高
六
・
七
制
。

（
写

真
第
二
お
よ
び
第

一
〇
図
参
照
》

昭
和
九
年
五
月
、
渋
沢
敬
三
先
生
の
主
宰
さ
れ
た
奄
美
十
島
学
行

調
査
団
に
参
加
、
同
月
十
六
日
、
宝
島
に
上
陸
し
、
前
田
氏
宅
で
民

俗
調
査
を
行
っ
た
が
、
こ
の
折
、
同
家
の
歓
先
に
脱
ぎ
置
か
れ
て
い

た
片
足
を
採
集
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
家
の
人
た
ち
が
家
の
周
囲
を

発
達
と
い
ふ
こ
と
に
は
誤
か
な
い
と
い
と
こ
と
に
は
な
る
ま
い
か
。

と
、
日
本
の
下
駄
が
こ
の
回
上
に
起
原
す
る
こ
と
を
説
か
れ
て
い
る
が
、

か
っ
て
台
湾
の
漢
民
族
や
海
南
島
の
黍
次
な
ど
に
よ
っ
て
篠
ぁ
る
い
は
前

反
裂
の
鼻
緒
を
装
置
し
た
木
製
の
連
歯
下
駄
が
使
用
さ
れ
て
い
た
事
例
か

ら
、
ま
た
中
国
文
献
史
料
か
ら
、
筆
者
は
こ
の
説
に
反
対
し
、
た
だ
、
今

日
な
お
中
国
江
南
地
方
の
氏
俗
事
例
が
明
ら
か
で
な
い
ま
ま
に
、
下
駄
の

起
原
は
な
お
十
分
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
と
い
い
、
そ
の
発
祥
制
セ
ひ

そ
か
に
中
国
江
南
地
方
と
推
測
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
下
駄
の
一
種
で
あ
る
露
卯
下
駄
に
つ
い
て
も
、
筆
者
は

そ
の
起
原
を
中
国
大
陸
と
考
え
て
い
る
。
先
に
掲
げ
た

「
宋
音
」
五
行
な

の
記
事
に
京
苦
孝
武
帝
の
大
元
二
一七
六
十
二
九
六
）
以
後
の
押
つ
ぐ
陰
諌

と
大
乱
に
附
会
し
た
陰
卯
木
展
の
起
原
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
同
じ

一矢
書
」
の
武
市
本
紀
に
は
武
帝
各
一六
三
―
四
二
二
）
が

「
性
尤
簡
易
、

常
著
連
歯
木
薦
一
と
あ
る
か
ら
、
当
時
、
南
易
な
連
歯
木
履
よ
り

一
般
に

は
技
巧
的
な
一逐
卯
差
歯
が
広
く
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
、
ま
た

（４
）

「
高
兄
」
訴
霊
連
伝
に
は
、

尋
山
防
嶺
、
必
造
幽
峻
、
巌
時
千
重
、
英
不
遍
歴
、
登
断
常
若
木
展
、

上
山
則
去
前
歯
、
下
山
去
英
後
歯
。

と
あ
っ
て
、
計
霊
こ

（
三
人
五
十
四
八
三
）
が
山
岳
登
行
に
差
歯
木
履
を

希
用
し
て
、
登
由
に
は
前
首
、
下
山
に
は
後
歯
を
抜
い
て
歩
い
た
と
い
う

話
も
あ
る
程
で
あ
る
か
ら
、
露
卯
下
駄
が
中
国
大
陛
に
起
原
し
、
音

，
宋

の
時
代
に
は
広
く
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

次
ぎ
に
こ
の
一露
卯
差
歯
の
不
履
な
い
し
は
そ
の
技
術
が
何
時
頃
日
本
に

伝
来
し
た
か
。
日
本
に
お
い
て
露
卯
下
駄
の
製
作
な
い
し
は
使
用
が
何
時

さ
が
し
て
く
れ
た
が
他
の
片
足
が
見
付
か
ら
ず
、
片
足
だ
け
の
採
集

Ｌ
な
っ
た
。
当
時
、
す
で
に
同
家
に
は
こ
の
ほ
力、
に
露
卵
下
駄
は
存

在
し
な
か
つ
た
。

以
上
か
こ
の
二
十
数
年
間
に
筆
者
の
採
集
ｏ
調
査
じ
得
た
露
卯
下
駄
の

文
献
究
料
と
発
掘
・
伝
世
・
現
用
の
事
例
の
す
べ
て
で
あ
る
。

ニ

こ
の
よ
う
に
露
卯
下
駄
に
関
す
る
資
料
は
現
在
に
お
い
て
も
な
お
不
十

分
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
後
に
期
待
し
得
る
も
の
は
文
献
史
料
と
発
掘
。

伝
世
の
事
例
で
あ
つ
て
、
そ
の
現
用
事
例
の
採
集
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で

あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
こ
こ
に
は
、
不
十
分
で
は
あ
る
が
上
掲

の
資
料
に
も
と
づ
い
て
、　
一
応
、
日
本
に
お
け
る
豚
卯
下
臥
の
推
移
の
概

路
を
た
ど
る
と
共
に
、
特
に
そ
の
使
用
の
終
高
に
つ
い
て
記
録
し
て
置
き

た
い
と
思
う
。

本
製
の
台
部
に
鼻
権
を
装
置
し
た
履
物
―
―
下
駄
の
起
原
に
つ
い
て
は
、

時
帥
感
鳴
い
つ 十
じ
卸
れ
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
改
後
藤
守

一
氏
は

「
下
駄

先
づ
我
が
下
駄
は
、
大
陸
伝
来
の
も
の
で
は
な
い
と
い
ふ
べ
き
で
あ

る
。（中
略
）
支
那
に
於
い
て
履
と
い
ひ
、
木
展
と
い
ひ
、
古
く
か
ら

我
が
国
の
一
部
の
学
者
に
、
下
駄
と
同
一
様
式
と
解
さ
れ
て
ゐ
た
も

の
は
、
其
の
形
の
大
体
を
等
う
す
る
が
、
鼻
緒
を
有
す
る
点
は
於
い

て
彼
と
根
本
的
差
異
の
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
（中
略
）

即
ち
強
い
て
独
自
性
を
主
張
す
る
工
と
は
避
け
る
が
、
百
方
護
つ
て

も
、
鼻
緒
を
有
す
る
こ
と
に
於
い
て
は
、
下
駄
は
日
本
独
自
の
形
の

頃
か
ら
は
じ
め
ら
れ
た
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
今
日
な
お
適
切
な
資
料
が

な
い
。
弥
生
時
代
の
下
駄
に
つ
い
て
は
最
近
二
・
三
の
発
見
報
告
を
得
て

い
る（だ
、
い
ず
れ
も

一
本
造
り
の
連
歯
下
歓
で
、
筆
者
は
ま
だ
こ
れ
ら
を

実
見
し
て
い
な
い
か
ら
、
こ
こ
に
は
こ
れ
以
上
ふ
れ
な
い
こ
と
と
す
る
。

古
墳
時
代
の
下
駄
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
詰
家
の
研
究
が
あ
り
、
古
墳
副

葬
の
石
製
模
造
秒
イ
駄
は
集
外
そ
の
事
例
も
多
く
、
今
日
、
七
宙
所
九
例

が
知
ら
れ
て
い
る
。

（
一
）

京
都
府
山
城
円
乙
訓
郡
大
原
野
村
大
学
石
見
上
ュ
宇
林
ノ
平
、

鏡
山
古
填
、
三
足
。

（
二
）

奈
良
県
大
和
四
、
加
瀬
古
墳
、　
一
定
、

（
三
）

大
阪
府
河
内
国
市
河
内
郡
道
明
寺
村
、
沢
田
古
墳
、　
一
足
。

（
四
）

大
阪
府
和
泉
国
岸
和
闘
附
近
出
上
、　
一
個
。

（
五
）

東
京
都
武
蔵
国
荏
原
郡
玉
川
村
大
手
上
野
毛
宇
谷
川
上
、
大
塚

古
壌
、　
一
足
ｃ

（
六
）

群
馬
県
上
野
国
多
野
郡
平
井
村
大
字
白
石
、
稲
荷
山
古
墳
、　
一

足
。

（
七
）

群
馬
県
上
野
国
新
田
郡
鋲
塚
町
附
近
出
土
、　
一
個
。

こ
れ
ら
は
墳
墓
に
副
葬
す
る
た
め
に
、
加
工
し
や
す
い
滑
石
や
唖
石
で

模
造
さ
れ
た
も
の
で
、
恐
ら
く
当
時
の
下
駄
は
木
を
割
り
抜
い
て
作

っ
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
形
態

・
構
造
に
は
二
枚
の
歯
と
〓
個
の
鼻
能
の
孔

を
も
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
今
日
の
連
歯
下
駄
と
具
る
と
こ
ろ
が
な
い
も
の
も

あ
る
が
、
中
に
は
歯
が
台
部
の
四
隅
に
四
本
あ
る
も
の
や
、
算
能
の
孔
が

六
個
あ
る
も
の
な
ど
も
あ
っ
て
、
ま
だ
違
歯
下
献
と
し
て
形
態

・
構
造
が

安
定
し
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
石
製
の
た
め
に
木
製
の
も
の
よ

「__聖空葦葺ミ玉ミ革云ま更苫きま、、、  _■
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り
も
別
工
上
困
難
が
伴
つ
た
か
ら
、
忠
実
に
微
和
な
点
ま
で
当
時
の
下
駄

を
岩
写
し
て
い
る
と
は
思
わ
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
石
製
模
造
下
駄
は
す
べ

て
一
木
造
り
の
運
歯
下
駄
ば
か
り
で
あ
つ
て
、
差
歯
下
駄
と
判
定
さ
れ
る

も
の
は
全
く
存
在
し
な
い
し
、勿
論
、一逐
卯
下
駄
の
存
在
は
認
め
ら
れ
な
い
。

奈
良
時
代
の
下
駄
に
つ
い
て
、も
同
様
で
あ
る
。
昭
和
二
年
二
月
、
奈
史

市
外
部
逃
榔
状
宇
佐
紀
字
石
田
に
あ
る
平
城
宮
遣
誇
か
ら
ホ
製
下
駄
二
何

が
出
土
し
た
．
後
藤
氏
に
よ
る
と
、　
ゴ
」
れ
は
古
墳
の
如
き
遺
晴
で
は
な

い
か
ら
伴
た
価
値
の
抄
い
も
の
で
あ
り
、
随
っ
て
絶
対
年
代
を
定
め
難
い

が
、
伴
出
物
の
す
べ
て
が
平
坂
宮
時
代
の
も
の
と
認
む
べ
き
も
の
で
あ
る

と
こ
ろ
か
ら
し
て
、
こ
の
下
計
一も
奈
良
時
代
の
も
の
と
す
る
に
多
分
の
百
ク

却弛嚇』”ギ”下ヵ、賄抽ぃ十”押効雌韓輔印】”嗅力土キい判時一

の
下
駄
も
や
は
り

一
本
造
り
の
連
歯
下
駄
で
あ
っ
て
、
差
歯
な
い
し
露
卯

下
駄
で
は
な
い
。

次
ゴ
に
平
安
時
代
か
ら
鎌
合
一時
代
に
か
け
て
の
下
駄
遣
品
と
し
て
従
来

知
ら
れ
“
一
る
も
の
に
三
三
県
桑
名
郡
多
度
村
柏
井
発
見
の
十
六
個
の
下

駄
が
あ
る
。
後
藤
氏
に
よ
る
ナ
、

「
こ
れ
は
か
っ
て
貝
家
出
土
品
と
伝

へ

ら
れ
た
事
も
あ
る
か
実
際
に
は
貝
塚
附
近
の
発
見
の
こ
と
で
あ
り
、
伴
出

輸位市聴姫姉晦【晦中い時串【”よっ球一」巾わ堺如の‐寺は中鞠昨一

の
十
六
個
の
下
駄
も
す
べ
て
一
木
造
り
の
連
歯
下
駄
で
あ
っ
て
、
た
だ
一

個
の
差
古
な
い
し
露
卯
下
駄
も
発
見
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

下
駄
造
品
の
事
例
の
乏
し
い
の
に
対
し
て
、
平
安
時
代
中
期
以
降
に
な

る
と
、
文
献
の
上
に
は

「
履
」
・
「
足
駄
」
・
Ｆ
中
し
だ
」
な
ど
の
語
が

し
ば
し
ば
兄
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。

「倭
名
類
莱
抄
」
と
十
二
に
、

履
　
一求
名
苑
云
展

一
名
足
下
離
一”崎
い」炊

い
一
や

「
拾 の
中
”
的
中
一

一
や
中
印
的
姉
一
，
一
中
一
”
い
車
中
抑
「
お
一
車

記
」
な
ど
に
足
駄

（
あ
し
だ
）
活
用
の
記
事
が
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら

が
連
歯
下
駄
で
あ
つ
た
か
、
走
古
下
駄
で
あ
っ
た
か
明
ら
か
で
な
い
。
わ

す
か
に

「宇
治
拾
遮
物
語
」
巻
ニ
ノ
五
、
用
経
荒
巻
事
、
巻

一
五
ノ
八
、

相
応
和
荷
都
卒
天
に
の
ぼ
る
事
、
染
殴
の
后
祈
た
て
ま
つ
る
事
の
条
お
よ

び

「
平
治
物
語
‐一巻
二
、
信
頼
降
参
事
井
最
後
事
の
条
に
「
ひ
ら
あ
し
だ
」・

と
見
え
て
い
る
の
が
或
い
は
連
歯
下
臥
か
と
も
推
測
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。

と
こ
ろ
が
平
安
後
期
か
ら
錬
倉
時
代
に
か
け
て
の
十
１
例
え
ば
、

「
信

貴
出
緑
起
」

・
「
伴
大
納
言
絵
詞
」

・
「
年
中
行
事
絵
巻
」
・
「
餓
鬼
草

紙
」

。
「
西
行
物
語
絵
巻
」

。
「法
然
上
人
絵
伝
」

・
一‐石
山
寺
緑
起
」
・

Ｆ
局
面
古
写
経
下
絵
」
な
ど
の
絵
巻
物
類
に
は
、
し
ば
し
ば
下
駄
を
着
用

す
る
人
物
が
描
か
れ
、
そ
れ
ら
の
下
駄
が
ほ
と
ん
ど
差
歯
の
高
下
駄
で
、

し
か
も
塗
下
駄
で
あ
る
場
合
が
多
い
と
こ
ろ
か
ら
す
る
と
、
文
献
に
見
え

る
足
駄

（あ
し
だ
）
は
お
お
か
た
差
歯
下
駄
で
あ
つ
た
ろ
う
と
推
測
さ
れ

る
の
で
あ
る
。
下
駄
斉
用
の
人
物
も
婦
人

・
少
年

・
僧
侶
に
わ
た
り
、
珠

に
僧
侶
の
下
駄
活
用
が
広
く
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
文
献
の
記
載
と
絵
巻

の
描
写
と
が

一
致
し
て
い
る
。
そ
し
て

「
手
家
雑
筆
至
要
抄
」
雄
長
四
年

八
月
十
八
日
、
新
制
三
角
条
の
内
に
、

有
職
以
下
従
僧
、
オ
中
間
法
師
等
事
、
大
唯
塗
足
駄
停
止
之
。（下
略
）

と
見
え
る
よ
う
に
、
早
く
も
僧
侶
の
塗
足
駄
着
用
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
程

で
、
か
く
て
後
世
山
法
師
な
ど
を
絹
く
の
に
多
く
差
歯
の
高
下
駄
を
着
用

し
た
姿
を
写
す
の
が
例
と
な
る
の
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
一蘇
卯
下
駄
の
最
古
遺
品
と
見
ら
れ
る
福
岡
県
情
土
坂
を‐ｔｉ
出

上
の
下
欧
は
何
時
代
に
比
定
さ
れ
る
べ
ま
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て

鏡
山
氏
は
、

古
代
の
下
駄
は
石
を
以
て
そ
の
形
を
模
し
た
も
の
が
内
地
の
古
墳

か
ら
発
見
せ
ら
れ
、
以
後
奈
良
平
安
朝
頃
の
も
の
と
考

へ
ら
れ
る
実

物
も
と
意
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
然
し
こ
れ
等
は
何
れ
も
低
歯
が
造
り
出

し
に
な
っ
て
あ
る
も
の
で
、
右
の
如
≡
高
歯
の
す
げ
方
の
例
を
見
な

い
。
さ
れ
ば
吾
々
は
こ
れ
キ
の
道
品
の
年
代
を
考
定
丁
べ
き
材
料
と

充
分
に
持
合
せ
て
乃
な
い
の
で
あ
る
が
、
平
安
期
の
道
品
と
考

へ
ら

れ
る
も
の
に
、
キ
だ
鼻
緒
の
一
方
に
偏
せ
る
も
の
が
あ
る
事
、
政
は

音
の
す
庁
方
に
技
巧
が
進
ん
で
あ
る
事
等
か
ら
考

へ
て
、
こ
れ
よ
り

外
セ
れ
た
時
代
の
も
の
で
は
な
い
か
と
い
ふ
想
像
を抱
く
の
み
で
あ

一つ
。

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
年
十者
は
ま
だ
そ
の
実
物
に
つ
い
て
調
査

し
て
い
な
い
の
で
確
か
な
こ
と
は
い
え
な
い
が
、
報
告
書
の
第
四
図
に
掲

げ
ら
れ
た
一露
卯
下
駄
な
ど
は
、
台
部
が
幅
広
で
用
平
で
差
歯
の
高
い
も
の

で
、　
一
般
に
そ
の
形
態
・
構
造
に
古
風
を
残
し
て
い
る
か
ら
、
平
安
末
期

を
降
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。
岩
手
県
平
泉
町
猫
間
ケ
淵
発
見
の
露

卯
下
駄
は
斉
漆
氏
写
真
の
も
の
も
、
ま
た
佐
々
木
氏
所
蔵
の
も
の
も
、
同

様
に
そ
の
形
態

。
構
造
に
古
風
を
残
し
て
い
る
の
で
、
胎
土
城
靴
出
上
の

碁
卯
下
駄
と
ほ
ｆ
同
時
代
の
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
少
く
と
も
晴
土
城
址

お
よ
び
平
泉
町
猫
聞
ケ
淵
発
見
の
密
卯
下
歓
は
、
上
掲
の
文
献
・
絵
画
な

ど
の
史
料
が
村
写
す
る
時
期
の
遺
品
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に

対
し
て
、
千
葉
県
下
北
原
発
見
史
搭
卯
下
欲
は
、
河
詰
仲
男

・
問
田
茂
弘

面
氏
の
報
告
に
、

こ
れ
ら
の
道
物
の
使
用
年
代
は
明
確
て
は
な
い
が
、
恐
ら
く
肝
４
時

代
よ
り
鋳
合
時
代
に
か
け
て
の
も
の
て
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

と
い
わ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
怜
土
城
址
お
よ
び
平
来
町
猫
間
ケ
淵
発
見

の
も
の
よ
り
い
ち
ち
る
し
く
台
長
が
短
か
く
台
幅
が
狭
く
な
っ
て
い
る
か

ら
、
は
る
か
に
時
代
の
降
る
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し

江
戸
時
代
の
も
の
よ
り
ま
だ
台
幅
が
広
く
台
高
も
厚
い
か
ら
ｒ
世
以
前
の

下
駄
と
認
め
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
が
、
台
幅
が
や
や
広
く
台
高
の
厚
い
点

は
ま
た
地
方
的
手
柚
工
的
な
特
徴
を
示
す
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
か
ら
、

こ
こ
で
は
こ
の
下
駄
の
年
代
的
考
定
を
さ
し
ひ
か
え
た
い
。

以
上
、
述
べ
ま
た
っ
た
と
こ
ろ
を
要
約
す
る
Ｌ
、
日
本
に
お
い
て
下
駄

の
存
在
が
認
め
ら
れ
る
の
は
古
墳
時
代
で
あ
る
が
、
こ
の
時
代
に
は
ま
だ

進
歯
下
駄
の
定
型
化
が
進
ま
ず
、
奈
良
時
代
に
入
っ
て
工
廿
下
駄
は
定
型

化
し
た
。
し
か
し
、
ま
だ
、
こ
の
時
代
に
は
差
古
下
駄
の
存
在
は
認
め
ら

れ
な
か
っ
た
。
差
歯
下
駄
の
出
現
す
る
の
は
遺
品

・
文
献

。
絵
画
な
ど
の

史
料
の
上
か
ら
平
安
時
代
中
期
以
降
に
属
し
、
そ
の
差
歯
下
駄
は
道
品
の

上
か
ら
推
測
す
る
と
言
卯
の
制
で
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
今
日
、
憲
卯
下

駄
の
最
古
遺
品
は
平
安
時
代
に
属
す
る
■
考
え
ら
れ
る
。
従

っ
て
、
日
本

に
揮
卯
下
駄
な
い
し
は
そ
の
技
術
が
伝
来
し
、
豚
卯
下
駄
の
製
作
な
い
し

は
そ
の
使
用
が
開
始
さ
れ
る
の
は
平
安
時
代
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

露
卯
下
駄
は
平
安

・
鎌
倉
時
代
を
経
て
、
室
町
時
代
に
入
る
と
い
よ
い

よ
普
及
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は

「
七
十

一
番
歌
合
」
の
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( 5 0 )
( 5 1 )

あ
し
た
つ
く
り
の
職
人
の
絵
に
よ
っ
て
十
分
証
し
得
る
と
思
う
３

一露
卯
下
駄
は
江
戸
時
）代
に
入
っ
て
も
引
き
つ
づ
き
行
わ
れ
た
。
受
尾
庵

の

「
工去
茉
ご

けに
、

足
駄
も
古
来
よ
り
有
こ
と
“
り
、
貞
享
迄
は
地
足
駄
な
り
、
細
工
あ

し
ヽ
。
ま

へ
歯
を
指
船
↓
、
表
桐
、
歯
け
や
≡
。
元
蔽
よ
り
九
き
も

あ
り
、
下
女
な
ど
は
く
．

と
い
わ
れ
て
い
る
か
ら
、
少
く
と
も
貞
事
項
ま
で
は
足
駄
は
み
な
露
卯
の

制
で
あ
つ
た
よ
う
で
あ
る
．
西
鶴
の

「
好
色
二
代
男
」
巻

一
の
挿
絵
に
も
、

雨
の
行
時
に
悦
ま
す
て
ら
れ
た
暮
卯
下
駄
が
描
か
れ
て
い
る
。
東
京
都
内

の
中
央
区
浪
花
町

・
茅
坊
町

。
京
橋

・
銀
匡
四
丁
目

ｏ
同
六
丁
目

・
銀
座

西
八
丁
冒
の
各
所
か
ら
出
上
し
た
露
卯
下
駄
は
い
ず
れ
も
江
戸
時
ャ代
の
遺

品
て
、
こ
の
時
代
に
も
露
卯
卜
歌
が
広
く
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
．
し
か
し
、　
一ｔ我
衣
」
や

「
守
貞
漫
稿
」
に
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
貞
享
年
間
を
契
桟
と
し
て
一豚
卯
下
駄
の
使
用
は
衰
廃
に
向
い
、
代

っ
て
桐
台
樫
歯
の
陰
卯
差
宙
下
駄
が
広
く
行
わ
れ
る
に
至
り
、
喜
回
川
守

」具
が
、尾

張
目
に
は
今
も
此
製
を
卒
用
す
る
ぁ
．

と
い
っ
て
い
る
よ
う
に
、
幕
末
の
頃
に
は
江
戸

・
大
阪
な
ど
の
大
都
市
で

Ｌ
露
卯
下
駄
は
ほ
と
ん
ど
廃
絶
し
て
、
尾
張
国
な
ど
、
地
方
の
町
村
に
余

命
を
保
つ
状
況
で
あ
っ
た
。
尾
張
風
に
近
い
安
知
県

（
三
河
国
）
北
設
楽

郡
の
出
村
下
洋
具
村
の
亘
国

一
立
氏
宅
や
山
形
県
東
村
山
郡
山
辺
町
の
稲

村
活
左
衛
門
氏
宅
な
ど
に
伝
存
さ
れ
た
露
卯
下
駄
は
こ
う
し
た
幕
末
期
の

辻
品
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

明
治
時
代
に
入

っ
て
は
、
一盛
卯
下
駄
は
い
よ
い
よ
衰
減
の

一
と
を
た
と

り
、
わ
す
か
に
和
歌
山
県
下
に
そ
の
特
央
な
構
造
を
認
あ
ら
れ
た
に
す
ざ

す
、
っ
い
で
大
正
・
昭
和
時
代
に
入
っ
て
は
差
歯
下
駄
は
す
べ
て
陰
卯
の

制
の
み
と
な
っ
て
、
訴
卯
下
駄
は
一
般
の
人
々
は
勿
論
の
こ
と
、
専
門
の

業
者
か
ら
も
、
全
く
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
つ
て
い
た
。
昭
和
九
年
、
露
卯

下
駄
片
足
が
庭
児
島
県
大
島
郡
十
島
村
宝
島
に
お
い
て
採
集
さ
れ
た
の
は

そ
こ
が
本
土
を
遠
く
離
れ
た
薩
南
の
孤
島
で
あ
る
と
い
う
地
理
的
条
件
の

た
め
で
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
も
、
そ
の
時
こ
の
島
で
露
卯
下
駄
を
使
用
し

て
い
た
の
は
ひ
と
り
前
田
助
之
進
氏
宅
の
み
で
あ
っ
た
。
以
来
、
二
十
数

年
間
、
筆
者
は
言
卯
下
駄
の
現
用
事
例
の
発
見
に
つ
と
め
て
き
た
が
、
諭

査
じ
採
集
し
得
た
も
の
は
い
す
れ
も
過
去
の
文
献
史
料
か
発
掘
資
料
か
伝

世
資
料
か
で
あ
つ
て
、
た
だ
の
一
例
も
露
卯
下
駄
現
用
の
事
例
を
採
笑
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
故
、
こ
の
昭
和
九
年
の
宝
島
に
お
け
る

現
用
品
片
足
の
採
集
を
以
っ
て
日
本
に
お
け
る
露
卯
下
駄
の
使
用
は
終
止

し
た
と
判
定
し
、
こ
こ
に
露
卯
下
駄
の
終
高
の
記
録
を
書
き
つ
つ
っ
た
の

で
あ
る
。

一証

（
１
）

後
藤
守

一
「
下
駄
の
起
源
」
ミ
ネ
ル
バ
創
刊
号
。

（
２
）

宮
本
馨
太
郎

「
げ
た
」
世
界
大
百
科
事
典
第
九
巻
、
別
刷
図
版

「下
駄
」。
「履
物
の
種
類
と
変
造
」討
座
日
本
風
作
史
第
二
巻
所
収
。

（
３
）

「
朱
書
」
巻
三
、
本
紀
第
二
、
武
市
下
。

（
４
）

「
高
史
」
巻

一
九
、
列
伝
第
九
、
謝
霊
連
伝
。

（
５
）

弥
生
時
代
の
下
駄
と
し
て
、
静
岡
県
登
呂
道
跡
か
ら
二
例
、
法

賀
県
琵
琶
湖
周
辺
か
ら
二
例
が
、
そ
れ
ム
ヽ
出
土
し
た
と
報
ぜ
ら
れ

て
い
る
。
小
江
慶
雄

「守
山
町
吉
見
馬
場
造
跡
踏
査
」
古
代
文
化
第

二
号
．
堅
日
修

「
湖
西
高
島
町
出
上
の
下
駄
に
つ
い
て
」
古
代
文
化

を力
一上
，す
。

（
６
）

神
田
孝
平
男
報
告
一、
東
京
人
類
学
会
報
告
第
二
十
号
。
佐
添
仁

こ
助
「石
展
考
」風
裕
面
報
第
四
九
・
五
〇
・
五
一
・
五
三
・
五
五
・

五
六
・
五
九
号
．
下
村
〓
四
吉

一‐山
城
国
大
原
野
村
鏡
山
古
墳
の
発

堀
品
ｔ・
考
古
学
会
雑
誌
第

一
巻
第
四
号
。
高
橋
陛
自

「古
墳
発
児
石

製
硬
造
器
具
の
研
究
」
帯
王
蒋
物
館
芋
報
第

一
冊
。
後
藤
守

一　
一下

欧
の
起
源
」
ミ
ネ
ル
バ
創
刊
号
。

「古
代
の
下
駄
」
日
本
古
代
文
化

研
究
所
収
。

（
７
）

岸
熊
吉

「
平
坂
宮
遺
海
及
び
遮
物
の
調
査
報
告
」
奈
良
県
史
蹟

名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
第

一
四
冊
。

（
８
）

後
藤
守

一
「古
代
の
下
駄
」
日
本
古
代
文
化
研
究
所
収
。

（
９
）

鈴
不
敏
雄

「
三
三
県
一桑
名
郡
多
度
村
袖
井
貝
塚
誌
考
」
考
古
学

雑
誌
第
一
八
巻
第

一
〇
・
一
一
号
、

「和
井
貝
壕
発
見
の
本
腹

一ヽ
考

古
学
雑
誌
第
二
一
巻
第
五
号
。

（１０
）

後
藤
守

一　
一‐古
代
の
■
駄
」
日
本
古
代
文
化
研
究
所
収
。

（１１
）

「宇
津
保
物
語
」
藤
燥
の
君
、
く
れ
の
あ
し
だ
。

（・２
）

「枕
草
子
」
六
、　
〓
一、
あ
し
だ
。

（噂
）

「業
花
物
語
」
一
三
、
木
綿
四
手
、
あ
し
だ
。

（・４
）
　
「宇
治
給
送
物
語
」
ニ
ノ
五
、　
一
五
ノ
八
、
ひ
ら
あ
し
だ
。

（・５
）

「古
今
著
聞
集
」
一
大
、
興
言
一利
日
、
高
あ
し
だ
、
た
か
き
あ

し
だ
。

（
‐６
）

「
古
事
談
十一
三
、
僧
行
、
足
駄
。

（‐７
）

「
雅
亮
装
束
抄
」

一
、
山
り
あ
し
だ
。

（・８
）

「海
人
藻
介
」
盗
足
駄
。

（‐９
）

「
源
辛
盛
硬
記
」
五
、
成
利
直
卜
縦
召
捕
事
、
足
駄
。

（２０
）

一
平
冶
物
語
」
二
、
信
頼
降
参
事
井
最
後
事
、
平
ア
シ
ダ
。

（２．
）

「
兵
範
記
」
久
寿
二
年
十
月
十
八
日
条
、
足
駄
。

（２２
）

鏡
山
猛

「晴
土
颯
性
の
調
査
」
日
本
古
代
文
化
研
究
所
報
告
第

一（
。

（２３
）

酒
詰
仲
男

・
岡
田
技
弘

「
千
葉
保
君
洋
郡
文
和
下
北
原
遺
跡
発

掘
略
報
」

（２４
）

加
藤
曳
尾
庵

「
攻
衣
」
燕
石
十
種
第

一
。

（２５
）

喜
田
川
守
貞

「
類
奨
近
世
瓜
俗
志
」
下
巻
。
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